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(57)【要約】
【課題】仕切り板の仕切り位置を容器本体側の被係合形
状部のピッチより細かい精度で調節できる容器を提供す
ること。
【解決手段】底面部３と側壁面部とを有し，側壁面部に
，上方から見て平行な長辺側壁面部４および長辺側壁面
部５を少なくとも含む容器１を対象とする。長辺側壁面
部４，５の双方の内面に，横方向に等ピッチに反復して
配置された複数の縦リブ（１１，１４），縦溝（１３，
１５）が形成されている。そして，両端が長辺側壁面部
４，５の縦リブまたは縦溝に係合することで容器１の収
容空間を仕切る，脱着自在な仕切り板２を有する。長辺
側壁面部４，５の縦リブ，縦溝は，互いに半ピッチずれ
て配置されており，仕切り板２は，主板部１９と，一端
の第１係合部２０と，他端の第２係合部２１とを有し，
第１係合部２０と第２係合部２１とでは，縦リブまたは
縦溝に対して主板部１９を位置決めする位置が半ピッチ
ずれている。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
底面部と側壁面部とを有し，前記側壁面部に，前記底面部との交線が互いに平行である第
１対辺部および第２対辺部を少なくとも含む容器であって，
　前記第１対辺部および前記第２対辺部の双方の内面に，前記底面部との交線の方向に等
ピッチに反復して配置された複数の被係合形状部が形成されており，
　両端が前記第１対辺部および前記第２対辺部の被係合形状部に係合することで容器の収
容空間を仕切る，脱着自在な仕切り板を有し，
　前記第１対辺部および前記第２対辺部の被係合形状部は，互いに半ピッチずれて配置さ
れており，
　前記仕切り板は，主板部と，一端の第１係合部と，他端の第２係合部とを有し，
　前記第１係合部が前記被係合形状部に対して前記主板部を位置決めする位置と，前記第
２係合部が前記被係合形状部に対して前記主板部を位置決めする位置とが半ピッチずれて
いることを特徴とする容器。
【請求項２】
請求項１に記載の容器であって，
　前記被係合形状部は縦溝であり，
　前記仕切り板は，
　　前記第１係合部が前記第１対辺部の被係合形状部に係合し前記第２係合部が前記第２
対辺部の被係合形状部に係合する第１取付状態と，
　　前記第１係合部が前記第２対辺部の被係合形状部に係合し前記第２係合部が前記第１
対辺部の被係合形状部に係合する第２取付状態とのいずれの取付状態でも取り付け可能な
ものであることを特徴とする容器。
【請求項３】
請求項２に記載の容器であって，
　前記第１対辺部および前記第２対辺部のいずれの内面にも，前記縦溝同士の間に凸部が
形成されており，
　前記第１対辺部の縦溝の正面に前記第２対辺部の凸部が配置されるとともに，
　前記第２対辺部の縦溝の正面に前記第１対辺部の凸部が配置されていることを特徴とす
る容器。
【請求項４】
請求項２または請求項３に記載の容器であって，
　前記第１係合部は１本の縦溝に係合する形状であり，
　前記第２係合部は隣り合う２本の縦溝に跨って係合する形状であることを特徴とする容
器。
【請求項５】
請求項４に記載の容器であって，
　前記第２係合部には，隣り合う２本の縦溝にそれぞれ挿入される第１枝部と第２枝部と
が設けられていることを特徴とする容器。
【請求項６】
請求項５に記載の容器であって，
　前記第１枝部および前記第２枝部はいずれも，前記縦溝の溝幅の半分以下の厚さのもの
であり，
　１本の前記縦溝に，２つの前記仕切り板の一方の前記第１枝部と他方の前記第２枝部と
を重ねて挿入することができることを特徴とする容器。                              
                                                  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，底面部と側壁面部とを有する容器に関する。さらに詳細には，脱着可能な仕
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切り板を装着することにより収容空間を仕切ることができるようになっている容器に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から，仕切り板を用いて収容空間を複数の区画に仕切ることができる容器が提案さ
れている。特許文献１に記載されている「仕切りを備えたコンテナ」がその一例である。
同文献の「コンテナ」は，その第７図に示されるように，コンテナ本体（１０）と主仕切
り板（１８ｂ）とを有している。そして，コンテナ本体における対向する内壁面に多数の
縦溝（１２，１６）が形成されている。主仕切り板は両端が縦溝に係合することでコンテ
ナ本体に取り付けられており，収容空間を仕切っている。縦溝は両内壁面にそれぞれ複数
形成されているので，主仕切り板の仕切り位置は適宜変更可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】公開実用昭６１－１８３８２３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら前記した従来の技術には，次のような問題点があった。主仕切り板の仕切
り位置の選択の自由度が，コンテナ本体の内壁面における縦溝の配置ピッチに依存するの
である。このため，縦溝の配置ピッチより細かい精度で仕切り位置を調節することはでき
ない。また，縦溝の配置ピッチを細かくすることには成形技術上の制約があり，いくらで
も細かい配置ピッチを量産規模で実現できるものではない。
【０００５】
　本発明は，前記した従来の技術が有する問題点を解決するためになされたものである。
すなわちその課題とするところは，仕切り板の仕切り位置を容器本体側の被係合形状部の
ピッチより細かい精度で調節できる容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様における容器は，底面部と側壁面部とを有し，側壁面部に，底面部との
交線が互いに平行である第１対辺部および第２対辺部を少なくとも含む容器であって，第
１対辺部および第２対辺部の双方の内面に，底面部との交線の方向に等ピッチに反復して
配置された複数の被係合形状部が形成されており，両端が第１対辺部および第２対辺部の
被係合形状部に係合することで容器の収容空間を仕切る，脱着自在な仕切り板を有し，第
１対辺部および第２対辺部の被係合形状部は，互いに半ピッチずれて配置されており，仕
切り板は，主板部と，一端の第１係合部と，他端の第２係合部とを有し，第１係合部が被
係合形状部に対して主板部を位置決めする位置と，第２係合部が被係合形状部に対して主
板部を位置決めする位置とが半ピッチずれているものである。
【０００７】
　上記態様における容器では，仕切り板を，第１対辺部の被係合形状部と第２対辺部の被
係合形状部とを使って取り付けることができる。両対辺部の被係合形状部がいずれも等ピ
ッチに反復して複数配置されているので，取付位置を任意に調節することができる。さら
に，仕切り板は，第１係合部が第１対辺部側を向き第２係合部が第２対辺部側を向く配置
と，その逆向きの配置とが可能であるため，仕切り板の取り付け位置の選択は，半ピッチ
刻みで可能である。このため，被係合形状部の反復ピッチを過度に細かくすることなく，
仕切り板の取付位置について高い選択の自由度を提供することができる。つまり，仕切り
板の仕切り位置の調節の精度が容器本体側の被係合形状部のピッチより細かいのである。
【０００８】
　上記態様における容器ではさらに，被係合形状部は縦溝であり，仕切り板は，第１係合
部が第１対辺部の被係合形状部に係合し第２係合部が第２対辺部の被係合形状部に係合す
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る第１取付状態と，第１係合部が第２対辺部の被係合形状部に係合し第２係合部が第１対
辺部の被係合形状部に係合する第２取付状態とのいずれの取付状態でも取り付け可能なも
のであることが望ましい。このようになっていれば，仕切り板を，どちら向きにしても安
定して容器に取り付けることができる。
【０００９】
　その場合にさらに，第１対辺部および第２対辺部のいずれの内面にも，縦溝同士の間に
凸部が形成されており，第１対辺部の縦溝の正面に第２対辺部の凸部が配置されるととも
に，第２対辺部の縦溝の正面に第１対辺部の凸部が配置されているとよりよい。このよう
になっていることにより，第１対辺部と第２対辺部とで，被係合形状部の配置が互いに半
ピッチずれている状態を実現することができる。
【００１０】
　また，第１係合部は１本の縦溝に係合する形状であり，第２係合部は隣り合う２本の縦
溝に跨って係合する形状であることもまた望ましい。このようにすることにより，第１係
合部が被係合形状部に対して主板部を位置決めする位置と，第２係合部が被係合形状部に
対して主板部を位置決めする位置とが半ピッチずれている状態を実現することができる。
【００１１】
　上記態様の容器の場合にはさらに，第２係合部には，隣り合う２本の縦溝にそれぞれ挿
入される第１枝部と第２枝部とが設けられていることが望ましい。第２係合部がこのよう
な分岐形状であることにより，被係合形状部の凸部の正面に主板部を位置させる状態とす
ることができる。また，視覚的にも第１係合部と第２係合部とを区別しやすい。
【００１２】
　上記態様の容器の場合にはさらに，第１枝部および第２枝部はいずれも，縦溝の溝幅の
半分以下の厚さのものであり，１本の縦溝に，２つの仕切り板の一方の第１枝部と他方の
第２枝部とを重ねて挿入することができることが望ましい。このようになっていれば，第
２係合部の形状が前述の分岐形状であっても，同じ向きの２枚の仕切り板同士を最小の１
ピッチ間隔で配置することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本構成によれば，仕切り板の仕切り位置を容器本体側の被係合形状部のピッチより細か
い精度で調節できる容器が提供されている。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態に係る容器の斜視図である。
【図２】仕切り板をすべて取り除いて示す容器の斜視図である。
【図３】仕切り板の単体の斜視図（その１）である。
【図４】仕切り板の単体の斜視図（その２）である。
【図５】仕切り板を取り除いた状態で示す容器の平面図である。
【図６】仕切り板を厚さ方向に２分するように切断した状態で示す断面斜視図である。
【図７】仕切り板を取り付けた状態での容器の平面断面図である。
【図８】仕切り板を取り付けた状態での容器の平面断面図である。
【図９】変形例に係る仕切り板の第２係合部の形状を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下，本発明を具体化した実施の形態について，添付図面を参照しつつ詳細に説明する
。本形態は，図１に示す容器１として本発明を具体化したものである。図１中の容器１の
収容空間内には，仕切り板２が取り付けられている。仕切り板２により容器１の収容空間
が複数の区画に仕切られている。仕切り板２は容器１から着脱自在である。仕切り板２の
枚数は任意である。図１の容器１から仕切り板２をすべて取り除いた容器本体を図２に示
す。取り外した仕切り板２を図３，図４に示す。図３は仕切り板２を上方から見下ろす斜
視図であり，図４は仕切り板２を下方から見上げる斜視図である。
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【００１６】
　図２の容器１は，底面部３と，長辺側壁面部４，５と，短辺側壁面部６，７とを有して
いる。長辺側壁面部４と底面部３との交線８と，長辺側壁面部５と底面部３との交線９と
は平行である。長辺側壁面部４の内面には，複数の縦リブ１１が形成されている。各縦リ
ブ１１は，底面部３に対して垂直に形成された凸状の部位である。各縦リブ１１はまた，
交線８の方向に等ピッチに反復して配置されている。縦リブ１１同士の間は縦溝１３とな
っている。縦溝１３も縦リブ１１と同様に，底面部３に対して垂直であり，交線８の方向
に等ピッチに反復する配置となっている。図２では見えていないが，長辺側壁面部５の内
面にも同様に複数の縦リブおよび縦溝が形成されている。
【００１７】
　図５により，長辺側壁面部４の縦リブ１１および縦溝１３と，長辺側壁面部５の縦リブ
１４および縦溝１５との関係を説明する。図５に示されるように，長辺側壁面部４の縦溝
１３の正面には長辺側壁面部５の縦リブ１４が配置されており，長辺側壁面部５の縦溝１
５の正面には長辺側壁面部４の縦リブ１１が配置されている。すなわち，縦リブ１１と縦
リブ１４（縦溝１３と縦溝１５）とは，互いに半ピッチずれた配置とされている。なお，
図５中では縦リブ１１と縦溝１５とを想像線１７（二点鎖線）で結んで示しているが，こ
れは理解の便宜のために書き入れたものである。実際の容器１には，想像線１７に相当す
る図形が形成されている必要はない。ただし，容器１に想像線１７に相当する図形が形成
されていても問題はない。
【００１８】
　仕切り板２についてさらに説明する。図３，図４に示した仕切り板２には，主板部１９
と，第１係合部２０と，第２係合部２１とが設けられている。第１係合部２０および第２
係合部２１は，仕切り板２を図１に示したように容器１に取り付けた状態で水平方向の一
端および他端に位置する場所に設けられている。むろんこれらは，第１係合部２０および
第２係合部２１の一方が長辺側壁面部４側に係合し他方が長辺側壁面部５側に係合するよ
うに設定されたものである。
【００１９】
　そして，第１係合部２０と第２係合部２１とでは，形状が異なっている。この形状の相
違は，前述の縦リブ１１と縦リブ１４との配置の半ピッチずれに合わせて設定されている
ものである。具体的には，第１係合部２０が主板部１９を少し厚くしただけの単純な形状
であるのに対し，第２係合部２１は，第１枝部２２と第２枝部２３との２枚に分岐した形
状とされている。仕切り板２のうち第２係合部２１を含む部分を厚さ方向に２分した状態
を図６の断面斜視図に示す。
【００２０】
　このような第１係合部２０と第２係合部２１を有する仕切り板２と，長辺側壁面部４お
よび長辺側壁面部５との関係を図７により説明する。図７は，容器１および仕切り板２を
水平面で切断して上方から見た断面図である。図７における切断面の高さレベルは，容器
１において縦リブ１１および縦リブ１４が形成されている高さである。図７中には，６枚
の仕切り板２が描かれている。これらを以下，Ａ～Ｆの添記号で区別して示す。これら６
枚の仕切り板２Ａ～２Ｆはいずれも，図３，図４に示した通りの同じものである。
【００２１】
　図７中の６枚の仕切り板２Ａ～２Ｆのうち，２Ａ，２Ｂ，２Ｄの３枚は，第２係合部２
１を図中上方の長辺側壁面部４側に係合させ，第１係合部２０を図中下方の長辺側壁面部
５側に係合させている。一方，２Ｃ，２Ｅ，２Ｆの残り３枚は逆に，第１係合部２０を長
辺側壁面部４側に係合させ，第２係合部２１を長辺側壁面部５側に係合させている。つま
り，２Ａ，２Ｂ，２Ｄの３枚と２Ｃ，２Ｅ，２Ｆの３枚とは同じもので，互いに，鉛直線
を中心に１８０°回転した裏返しの関係にある。
【００２２】
　図７から，仕切り板２Ａ，２Ｂ，２Ｄの３枚の図中上端においては，第２係合部２１の
第１枝部２２と第２枝部２３との間に長辺側壁面部４の縦リブ１１が挟まれた状態になっ



(6) JP 2020-6964 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

ている。これにより第２係合部２１は，仕切り板２Ａ，２Ｂ，２Ｄの主板部１９を縦リブ
１１の正面に位置させている。一方，図中下端においては，第１係合部２０が長辺側壁面
部５の縦溝１５に進入した状態になっている。これにより第１係合部２０は，仕切り板２
Ａ，２Ｂ，２Ｄの主板部１９を縦溝１５の正面に位置させている。
【００２３】
　また，仕切り板２Ｃ，２Ｅ，２Ｆの３枚の図中上端においては，第１係合部２０が長辺
側壁面部４の縦溝１３に進入した状態になっている。これにより第１係合部２０は，仕切
り板２Ｃ，２Ｅ，２Ｆの主板部１９を縦溝１３の正面に位置させている。一方，図中下端
においては，第２係合部２１の第１枝部２２と第２枝部２３との間に長辺側壁面部５の縦
リブ１４が挟まれた状態になっている。これにより第２係合部２１は，仕切り板２Ｃ，２
Ｅ，２Ｆの主板部１９を縦リブ１４の正面に位置させている。
【００２４】
　このように，第１係合部２０が縦溝，縦リブに対して主板部１９を位置決めする位置と
，第２係合部２１が縦溝，縦リブに対して主板部１９を位置決めする位置とは，半ピッチ
ずれている。このことと，前述の長辺側壁面部４と長辺側壁面部５とで縦溝，縦リブが半
ピッチずれた配置になっていることとにより，容器１に取り付けられた仕切り板２は長辺
側壁面部４，５に対して垂直な方向となる。
【００２５】
　また，第１係合部２０は１本の縦溝（１３または１５）に係合する形状である。このた
め第１係合部２０の厚さは，縦溝（１３または１５）の溝幅に対してちょうど嵌り合う厚
さとされている。また，第２係合部２１は隣り合う２本の縦溝（１３または１５）に跨っ
て係合する形状である。このため第２係合部２１における第１枝部２２と第２枝部２３と
の間の間隔は，縦溝と縦溝との間の縦リブ（１１または１４）がちょうど嵌る間隔とされ
ている。第２係合部２１は縦リブ（１１または１４）に係合している，と言ってもよい。
また，第２係合部２１がこのような分岐形状であることにより，視覚的にも第１係合部２
０と第２係合部２１とを区別しやすい。
【００２６】
　また，特に本形態では，第１枝部２２と第２枝部２３との合計厚さが，縦溝（１３また
は１５）の溝幅に対してちょうど嵌り合う厚さとされている。このため，図７中の仕切り
板２Ａ，２Ｂの第２係合部２１では，一方の第１枝部２２と他方の第２枝部２３とが重な
って１本の縦溝１３に嵌り込んでいる。これにより，仕切り板２Ａと仕切り板２Ｂとは，
隣り合う縦リブ１１および縦溝１５に取り付けられており，ごく近接して配置された状態
となっている。図７中では仕切り板２Ｅと仕切り板２Ｆとも同様の状態にある。
【００２７】
　本形態では容器１に対して仕切り板２の取り付け位置を任意に選択することができる。
縦リブ１１（縦溝１３），縦リブ１４（縦溝１５）がいずれも反復して多数形成されてい
るからである。これにより，２枚の仕切り板２の間隔を調節することができる。図７中で
は，仕切り板２Ａと仕切り板２Ｂとの間隔は，縦リブおよび縦溝の反復配置の１ピッチ分
である。仕切り板２Ｂと仕切り板２Ｄとの間隔は３ピッチ分である。仕切り板２Ａと仕切
り板２Ｄとの間隔は４ピッチ分である。上下逆向きの仕切り板２Ｃ，２Ｅ，２Ｆの相互間
でも同じことがいえる。このように，同じ向きに取り付けられている仕切り板２同士の間
隔は，縦リブおよび縦溝のピッチの任意の整数倍に調節することができる。
【００２８】
　さらに図７中では，仕切り板２Ｂと仕切り板２Ｃとの間隔は縦リブおよび縦溝の反復配
置の１．５ピッチ分である。仕切り板２Ａと仕切り板２Ｆとの間隔は６．５ピッチ分であ
る。このように，逆向きに取り付けられている仕切り板２同士の間隔は，縦リブおよび縦
溝のピッチの任意の半整数倍に調節することができる。このように，仕切り板２の取り付
け位置および向きを任意に選択することで，仕切り板２同士の間隔を，半ピッチ刻みで任
意に調節できる。また，仕切り板２と短辺側壁面部６または短辺側壁面部７との間隔も同
様に調節できる。
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【００２９】
　図７では仕切り板２同士が比較的密集している例を示しているが，仕切り板２同士の間
隔をある程度開けた例を図８に示す。図８の例では，仕切り板２Ｇと仕切り板２Ｈ（同じ
向き）との間隔は８ピッチ分であり，仕切り板２Ｈと仕切り板２Ｉ（逆向き）との間隔は
８.５ピッチ分である。
【００３０】
　以上詳細に説明したように本実施の形態によれば，平行に対向する長辺側壁面部４，５
の内面の被係合形状部である縦リブ１１および縦溝１３と，縦リブ１４および縦溝１５と
を半ピッチずらして設けている。そしてこのことに合わせて，仕切り板２における第１係
合部２０と第２係合部２１とを異なる形状とし，長辺側壁面部４，５に対してどちら向き
にも装着可能としている。これにより，仕切り板２の取付位置の選択について，被係合形
状部の反復ピッチの半分という高い自由度を実現している。こうして，長辺側壁面部４，
５の内面の被係合形状部の反復ピッチを過度に細かくすることなく，仕切り板２の取付位
置の選択の自由度を上げた容器１が実現されている。
【００３１】
　なお，本実施の形態は単なる例示にすぎず，本発明を何ら限定するものではない。した
がって本発明は当然に，その要旨を逸脱しない範囲内で種々の改良，変形が可能である。
例えば，前記形態では第２係合部２１の形状として，分岐状の形状を図３等に例示した。
しかし，第２係合部の形状が分岐状であることは必須という訳ではない。図９に示すよう
に，分岐状でない第２係合部２５を有する仕切り板２４も可能である。図９に示す仕切り
板２４における第２係合部２５は，分岐状でない１枚構成であるという点では第１係合部
２０と共通する。しかし，第１係合部２０が主板部１９に対して直線状に延長した位置に
あるに対して，第２係合部２５は主板部１９に対してオフセットして設けられている。こ
れにより，第１係合部２０と第２係合部２５とで，縦溝（もしくは縦リブ）に対して主板
部１９を位置決めする位置が半ピッチずれている。この点で第２係合部２５は，前述の第
２係合部２１と同等の機能を有している。
【００３２】
　また，前記形態では，長辺側壁面部４，５の内面に縦リブ１１，１４を凸状に設けるこ
とにより，それらの間を縦溝１３，１５として利用している。しかしこれに限らず，長辺
側壁面部４，５の内面に掘り込み状に縦溝１３，１５を形成することで，それらの間を事
実上の縦リブ１１，１４として利用する形であってもよい。また，縦溝や縦リブの断面形
状は，角が丸められている形状であってもよい。前記形態ではまた，容器１が一体成形品
であるように図中には描いたが，このことも必須ではない。底面部と各側壁面部がそれぞ
れ独立した部品であり組み合わせて容器状をなすものでもよい。その場合に折り畳み可能
でもよい。
【００３３】
　また，前記形態では，第１係合部２０，第２係合部２１（もしくは２５）は，縦溝ない
し縦リブに対して主板部１９を正面に位置させるものである。しかしこのことも必須では
ない。第１係合部２０，第２係合部２１のいずれもが，縦溝ないし縦リブに対して主板部
１９をオフセットして位置させるものであり，そのオフセット量に半ピッチの相違がある
，というものでもよい。
【００３４】
　さらに，容器１の長辺側壁面部４，５に縦溝および縦リブを設ける代わりに，短辺側壁
面部６，７の内面に縦溝および縦リブを設けたものであってもよい。この場合，仕切り板
２は，長辺側壁面部４，５と同じ長さを有するものとなり，容器１の収容空間は細長い長
方形状の区域に区画されることになるが，それでもよい。むろん，容器１自体が上方から
見てほぼ正方形であってもよい。
【００３５】
　また，仕切り板２にも縦溝および縦リブを設けてもよい。この場合，仕切り板２により
区画された収容空間が，小さい仕切り板によりさらに区画され，その小さい仕切り板の位
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置が高い自由度で選択可能である，ということになる。この場合，仕切り板２により大き
く区画された一方の区域を１つの容器と見て，仕切り板２もその側壁面部の一部分をなす
ものと見ることができる。
【符号の説明】
【００３６】
１　　容器
２　　仕切り板
３　　底面部
４　　長辺側壁面部
５　　長辺側壁面部
８　　交線
９　　交線
１１　縦リブ（被係合形状部）
１３　縦溝（被係合形状部）
１４　縦リブ（被係合形状部）
１５　縦溝（被係合形状部）
１９　主板部
２０　第１係合部
２１　第２係合部
２２　第１枝部
２３　第２枝部
２４　仕切り板
２５　第２係合部

【図１】 【図２】
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